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看護キャリアサポートセンターのご紹介
― O M P U 看 護 の 力 を 結 集 し た 学 び の 場 ―

看護キャリアサポートセンターは、同法人内にあります看護学部、

病院看護部、訪問看護ステーションが協働し、看護職の皆さま

のキャリア形成に関する教育を推進し、地域社会に貢献できる

看護人材の育成と確保に寄与することを目的としています。

看護職の教育研修プログラム、人材育成に関するセミナー等の

企画運営、キャリアデザインに関するご相談などを実施してお

ります。

個別スペースもあり
電源があり、PCやタブレットの使用も可能

2フロア 20万冊の蔵書あり！

大学の図書館が利用できます ※ 研修No.1と7の受講者のみ

🔹図書館利用について

🔹はじめに

🔹受講にあたって

１．受講費用および払い込みについて

・受講費用納入にかかる手数料は、払い込み者負担となります。

・受講費用払い込み後、受講者の都合により受講を取り消した場合、受講費用は返金できません。ご了承ください。

2．オンデマンド研修・オンライン研修について

研修No.2「スキルアッププログラム」と、研修No.9「家族看護セミナー」の一部につきましてはオンデマンド、研修

No.5「高齢者看護リフレクションプログラム」、研修No.9「家族看護セミナー」の一部につきましてはオンラインで

の開講となります。(ともに一部対面受講あり)

オンデマンド研修とは・・

◎ 事前に収録した講義をインターネットを介して自分のペースで受講できます

◎ 学習スタイルに合わせて、分割・中断・繰り返しなど、空き時間に自由に学習できます

オンライン研修とは・・

◎ インターネットを介してリアルタイムに行う研修形式です。対面研修に近い形での学習ができます

🔹お申し込み方法

・各プログラムのお申込み、詳細内容は本センターHPにてご確認ください。HPでは、「研修受講者の

こえ」などもご確認いただけます。また、各プログラムの開講時には、お知らせにてご連絡致します。

・LINE公式アカウントでは、研修情報などをいち早く発信しております。

まずは右記二次元コードからお友達登録をお願いします。
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🔹開 講 プ ロ グ ラ ム 一 覧

センター研修室での講義
グループワーク

エコー学習

実習(ヘルスアセスメント)
ELNEC-J高齢者カリキュラムの様子

(2024年度)

研修№ プログラム名 プログラム概要 開講方式 開講時期 募集期間

1

潜在看護師のための
復職支援研修

ベーシック
プログラム

再就職や転職を希望する方を対象とし、職場復帰するため
に必要な最新の知識と技術を身につけるための研修です。
チューター制度や臨地見学実習を取り入れており、職場復
帰への不安軽減をはかることができます。

対面
9月3日～10月31日

(週2回 水・金)
6/1～8/15

2

ナースのための
基礎力アップ講座
～学びたいを自由に

デザイン～

選択コースにおいて専門性の高い知識と技術を身につけ
ます。オンデマンド方式による受講のため、空き時間を活
用した視聴や繰り返しの視聴など自由度の高い学習が可
能です。(一部対面受講講座あり)

オンデマンド
(一部対面)

10月1日～
2026年1月31日

詳細は別途ご案内

3 看護倫理セミナー

看護実践の場で遭遇する倫理的問題を解決するための基
礎となる理論や原則，諸概念を学べます。事例検討、シミュ
レーションを通して倫理的問題の分析，解決策の検討を行
います。

対面
①2025年9月6日(土)
②2026年1月10日(土)
③2026年２月21日(土)

①8/1～8/30
②12/1～12/31
③1/15～2/15

4

明日から使える！

フィジカル
アセスメント
実践研修

高機能シミュレーターを用いてフィジカルアセスメントを行
い、その結果をもとに臨床判断を行うシミュレーション研修
です。この思考を身に付けることで、「患者さんの病態変化
に気づく力」が養われ、明日からの実践が変わります！

対面
2026年

1月17日(土)
11/1～12/31

5
高齢者看護
リフレクション
プログラム

高齢者の理解、高齢者の特性をふまえた看護の実際につ
いて、基本から応用まで学べる研修です。高齢者の心身の
特徴に応じた根拠に基づく療養生活支援技術を改めて学
び、日常ケア場面の自己の実践のリフレクションを通して学
びを深めます。

対面・
オンライン

6月７日(土)
７月５日(土)
８月９日(土)
９月６日(土)

１０月２５日(土)

4/1～5/31

6

ELNEC-J高齢者
カリキュラム
看護師教育
プログラム

高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケアを支えるために必要な知
識と技術を身につける講座です。エンド・オブ・ライフケアの
基本、症状マネジメント、コミュニケーション、悲嘆ケアなど
系統的に学びます。

対面
8月23日(土)
～24日(日)の

2日間
6/1～7/31

7

エキスパートHOME
ナースを目指す
人材育成
プログラム

地域・在宅で活躍される看護師を対象とし、大学院レベル
の授業展開と高機能シミュレーション教育により看護実践
能力と教育指導力を身につける講座です。
臨床判断力、マネジメント力、看護実践力の強化を図ります。

対面
9月～

2026年3月
(月２回 土曜日)

7/1～8/15

8
指導者のための
教育セミナー

中途採用者の育成にあたって必要となる知識、技術、態度
を習得し、効果的な教育指導ができる能力を養う指導者の
ための研修です。
他施設との情報交換の場にもなり色々な取り組みやアイデ
アが得られる機会になります。

対面
8月～9月

（土曜日４日間）
6/1～7/15

9 家族看護セミナー

家族看護学の基礎的な知識から特定領域の特徴をふまえ
た実践方法までをオンデマンド配信で学習できます。対面/
ハイブリット形式の事例検討では、エンパワーメントモデル
を活用し事例を読み解きます。さらに、専門看護師の実践
からヒントを得て、家族支援のための具体的スキルを学ぶ
こともできます。

対面・
オンライン

(一部オンデマン
ド)

7月～10月
（土曜日4日間）

5/1～6/15

※ 2025年3月時点の内容です。
一部変更となる可能性がありますのでご了承ください。
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潜在看護師のための復職支援研修

ベ ー シ ッ ク プ ロ グ ラ ム
※ 本学の履修証明プログラムです

研修目的

職場復帰するために必要な知識と技術を身につけ、地域課題に対応できる実力と自信を獲得

する。

・受講生個々が自分のキャリアデザインができる

・医療・看護をとりまく現状と地域特性を理解し、看護の役割と機能を考察できる

・情報リテラシー、医療安全、看護倫理に関する基本的な知識を習得できる

・高齢者の理解を深め、高齢者看護および認知症のある人の基本的ケアの方法を

習得できる

・感染対策に関する最新の知識と感染予防に関する技術を習得できる

・基礎的看護技術を習得できる

対象者

・看護師の資格を有し、再就職・転職を希望する方

・子育てや介護等により離職期間がある看護師で再就職を希望する方

・非正規雇用の看護師で正規雇用としての就職を希望する方

研修期間
2025年9月3日～10月３1日 週2日(水曜日・金曜日)

１０：００～１５：４０ １コマ50分

受講方法 対面

募集人員 20名 (最少開催人数 5名)

受講費用

８,000円（実習費含む）

・賠償保険加入、4種ワクチン接種抗体価等の案内あり。

(別途費用負担が発生する可能性があります)

・研修No.2も同時受講の方は、研修No.2を2000円(全講座受講可)で受講可能。

ナ ー ス の た め の 基 礎 力 ア ッ プ 講 座
～ 学 び た い を 自 由 に デ ザ イ ン ～

研修目的
専門領域のスキルアップを図る。

・選択した分野に関する専門性の高い知識と技術を習得できる

対象者 看護師でさらにスキルアップを図りたい方

研修期間
2025年10月1日～２０２６年1月31日(配信)

随時申込受付 ※詳細は別途ご案内致します

受講方法 オンデマンド受講(一部対面あり) １講座５０分

受講費用
・1講座1,500円(１講座から受講可)。

・コース受講で受講費用の割引あり。詳細は次ページ以降をご確認ください。

研修

No.1

研修

No.2
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講 座 内 容 受 講 方 式 受 講 費 用

① 医療的ケア児をめぐる時代の変遷

オンデマンド

1講座
1,500円

全講座受講
3,600円

② 医療的ケア児の在宅移行

③ 医療的ケア児の学校生活と卒業後の課題

チャイルドコース ： 医療的ケアを必要とする子どものケア

講 座 内 容 受 講 方 式 受 講 費 用

① リンパ浮腫についての概要を学ぶ オンデマンド
1講座

1,500円

全講座受講
4,800円

＊別途材料費要

②
③
④

患者に指導する複合的療法

＊講座①の受講が必須となります
＊②③④セット受講
＊定員10名(申し込み順)

対面

リンパ浮腫コース ： リンパ浮腫とケア

----- ナースのための基礎力アップ講座一覧 -----

講 座 内 容 受 講 方 式 受 講 費 用

① 腎不全とその治療法

オンデマンド
1講座

1,500円

全講座受講
6,000円

② 腎不全患者の看護

③ 腎臓リハビリテーションにおける看護

④ 透析マネジメント

⑤ 透析機器等の管理 ： 定員6名(申し込み順) 対面

腎不全コース ： 腎不全とケア

✔ 1講座1,500円 ✔1講座(５０分)より受講可能 ✔ コース受講で受講費用割引

講 座 内 容 受 講 方 式 受 講 費 用

① がん看護概論

オンデマンド

1講座
1,500円

全講座受講
6,000円

② がんと薬物療法

③ がんと放射線療法

④ がんと疼痛緩和

⑤ 精神的苦痛・スピリチュアルペイン

がんコース ： がん緩和ケア

＜オンデマン ド講座配信期間 (全講座共通 )＞ 2 0 2 5年 1 0月 1日～ 2 0 2 6年 1月 3 1日
※ 対 面 講 座 の 日 程 に つ い て は 別 途 ご 案 内 し ま す 。
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訪問看護基礎コース

講 座 内 容 受 講 方 式 受 講 費 用

① 在宅看護の目的・理念

オンデマンド

1講座
1,500円

全講座受講
21,600円

② 在宅療養者と家族の理解

③ 訪問看護と制度（１）

④ 訪問看護と制度（２）

⑤ ケアマネジメント

⑥ 訪問看護における危機管理

⑦ 訪問看護における感染管理

⑧ 訪問看護の実際

⑨ 訪問看護の特徴と支援

⑩ 在宅における家族支援

⑪ エンドオブライフ・ケア（１）

⑫ エンドオブライフ・ケア（２）

⑬
⑭
⑮

フィジカルアセスメント（１）
＊⑬⑭⑮セット受講

(3,000円)

＊定員10名(申し込み順)

対面
(研修No.1と

合同開催)

フィジカルアセスメント（２）

フィジカルアセスメント（3）

⑯
⑰

皮膚・創傷管理技術（１） ＊⑯⑰セット受講

(2,000円)

＊定員10名(申し込み順)皮膚・創傷管理技術（２）

⑱
⑲
⑳

呼吸を整える援助技術（１）
＊⑱⑲⑳セット受講

(3,000円)

＊定員10名(申し込み順)

呼吸を整える援助技術（２）

呼吸を整える援助技術（3）

講 座 内 容 受 講 方 式 受 講 費 用

① 呼吸・循環の解剖生理

オンデマンド

1講座
1,500円

全講座受講
6,000円

② 心電図の基本

③ 心不全患者の治療と看護

④ 心臓病をもつ人の日常生活援助

⑤ 呼吸不全患者の治療と看護

呼吸・循環コース ： 心不全・呼吸不全とケア
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看 護 倫 理 セ ミ ナ ー

研修目的

〈目的〉

看護実践の場で遭遇する倫理的問題を解決するための基礎となる理論や原則、諸概念

を学ぶ。また、それらを活用し倫理的問題の分析、解決策の検討を通して倫理的判断能

力と倫理調整能力を養う。

〈目標〉

・倫理的問題を検討するために必要な倫理原則、概念について説明できる

・看護実践の場で遭遇する倫理的問題の概要と問題解決に向けた方法論について説明

できる

・看護実践の場における倫理的問題を含む現象について分析し、倫理的問題を査定し、

解決に向けた最善策を提案できる

対象者 看護倫理に関心のある看護職

研修日時

①看護倫理の基礎 ： 2025年9月6日(土)9：00～12：１０

②事例検討 ： 2026年1月10日(土)14：40～16：10

③参加型研修 ： ２０２６年２月２1日(土)9：00～12：10

受講方法 対面(研修No.7と同時開講)

募集人員 各10名

受講費用 ①3,000円 ②2,000円 ③3,000円

研修

No.3

明日から使える！

フィジカルアセスメント実践研修

研修目的

〈目的〉

シミュレーション形式で行うことで、実践的な思考力を養い、問診やフィジカルイグザミ

ネーションを通じた情報収集・分析の能力を強化します。また、得られた情報をもとに臨

床判断を行い、根拠に基づいた適切な看護実践ができる力を高めることを目指します。

〈目標〉

・患者の状態変化に関する情報を整理し、仮説を立てることができる

・問診、フィジカルイグザミネーションを用いて仮説検証を行うことができる

・臨床判断に基づいて適切な看護実践を行うことができる

対象者 現役看護師（大学院生含む）

研修日時 2026年1月１７日(土) 9：００～12：45

受講方法 対面

募集人員 20名 (最少開催人数５名)

受講費用 3,000円

研修

No.4
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ELNEC-J高齢者カリキュラム看護師教育プログラム

研修目的
高齢者ケアにおいて、必要な基礎的、実践的および応用的な知識とスキルを学び、質の

高いエンド・オブ・ライフ・ケアを提供する。

対象者 高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケアにたずさわる看護職

研修日時
2025年8月23日（土） 9：00～17：00

8月24日（日） 9：00～16：00

受講方法 対面

内容

モジュール 1 エンド・オブ・ライフ・ケアにおける看護
モジュール 2 症状のマネジメント
モジュール 3 痛みのマネジメント
モジュール 4 エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理的問題
モジュール 5 エンド・オブ・ライフ・ケアにおける文化への配慮
モジュール 6 コミュニケーション－高齢者の意思を支えるために－
モジュール 7 喪失・悲嘆・死別
モジュール 8 臨死期のケア
モジュール 9 質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成

募集人員 40名 (最少開催人数５名)

受講費用 15,000円

高齢者看護リフレクションプログラム

研修目的

・高齢者の心身の特徴に応じた根拠に基づく療養生活支援技術を改めて学び、日常ケア

場面の自己の実践のリフレクションを通して看護実践を価値づけ、共有することにより、

看護実践力の向上を目指す

・受講後、研修生はそれぞれの施設でリーダー的に活動することで、地域で暮らす高齢

者への看護の質向上に寄与する

対象者

・高齢者ケアに携わっている看護職

・全ての会に参加できる方

・講義後、翌月の会に実践したケアを記録して持参できる方

研修期間
2025年6月７日(土)、７月５日(土)、８月９日(土)、９月６日(土)、１０月２５日(土)

全5回 14：00～15：30 ＊最終日のみ時間変更の可能性あり

受講方法 対面・オンライン

内容

①高齢者の療養生活支援技術ミニ講義・患者体験

②学んだ技術を日常ケア場面で実践し、リフレクションシートに記載

③翌月の会でその内容を報告する

募集人員 20名 (最少開催人数５名)

受講費用 10,000円

研修

No.5

研修

No.6
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指導者のための教育セミナー
～中途採用者が組織に定着し活躍するための生涯学習支援（OJT）～

研修目的
中途採用者の指導を行う上で必要となる基礎的知識・技術・態度を習得し効果的な教育指導が

できる能力を養う

対象者 中途採用者のOJT指導を担う看護職員 （全日受講可能な方）

研修期間 2025年8月～9月 土曜日4日間 全9コマ（1コマ90分）

受講方法 対面

内容

１．概論（中途採用者および中途採用看護師に関する学術的知見、中途採用者の職場適応に
活用できる教育学の理論と技法、教育評価）

２. リフレクション
３．リフレクションワーク
４．中途採用者に対する教育体制
５．グループワーク（自施設での課題、解決策について話そう）
６．OJTにおける指導と学習支援（指導計画の全体像／中途採用者のレディネスの把握と

経験の活用など）
７．OJTにおける指導計画立案
８．グループワーク(指導計画の実践と評価の共有)
９．教育実践のグループリフレクション

募集人員 15名 (最少開催人数5名)

受講費用 12,000円

エキスパートHOMEナースを目指す人材育成プログラム
※ 本学の履修証明プログラムです

研修目的

在宅療養者と家族の健康問題を多角的にとらえ、倫理的配慮にもとづいた看護実践力と、そ

の実践を通してスタッフや学生を指導できる教育力の向上を目指す。

・複雑、多様化する社会及び医療状況、在宅療養者と家族の健康課題を多角的に分析できる

・在宅療養者と家族の価値観と生活を理解し、専門職としての倫理的配慮にもとづいた事例展

開ができる

・他職種と連携・協働しながらチームアプローチの推進に必要な知識やスキルを理解し、自施設

及び自己の課題を整理できる

・スタッフや学生を教育・エンパワーメントするために必要な知識やスキルを理解できる

・看護の質の維持推進のための自施設の課題を分析し、行動計画のもと実践、評価できる

対象者

・訪問看護での看護実務経験、または在宅ケア領域(外来、退院支援調整、福祉施設等)での看

護実務経験が原則３年以上注）ある

・在宅ケア領域（外来、退院支援調整、福祉施設等）での看護実務経験が原則３年以上注）ある

注）2025年8月末で、看護実務経験が36ヶ月以上であることを意味する

経験が３年未満であっても、日本看護協会訪問看護ラダーレベルⅡ～Ⅲ相当と判断され

る場合は、その限りでない

研修期間
2025年9月～２０２6年3月 原則月2回 土曜日

※夜間開講、集中講義となる場合もあり

受講方法 対面

募集人員 10名 (最少開催人数５名)

受講費用 1２0,000円

研修

No.7

研修

No.8
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🔹MEMO

家 族 看 護 セ ミ ナ ー

研修目的

〈目的〉

看護師が家族看護の重要性を理解し、臨床現場で実践できるスキルを身に付けることを目的

とする。

〈目標〉

家族看護学の基本的な理論と実践方法を学び、実際の臨床現場で活用できる知識を深めて

いく。

１．家族看護の基本的な考え方(家族の構造・機能、家族システム理論など)を理解することが

できる

２．臨床における家族アセスメントおよび介入の方法を習得することができる

対象者 家族看護に関心のある看護職

研修期間
2025年7月～10月 土曜日全７回（オンデマンド3回、対面/オンライン4回）

②④⑥⑦ 各90分×２コマ

内容 ・
受講方法

①家族看護学の基本 ： オンデマンド(20分)×２

②事例検討 ： ハイブリット（対面・オンライン） ※①受講を推奨

③クリティカル領域における家族看護の特徴 ： オンデマンド(20分)×２

④クリティカル領域の事例検討 ： ハイブリット（対面・オンライン） ※①③受講を推奨

⑤小児領域における家族看護の特徴 ： オンデマンド(20分)×２

⑥小児看護領域の事例検討 ： ハイブリット（対面・オンライン） ※①⑤受講を推奨

⑦家族看護の実際〈専門看護師の家族看護実践を知る〉 ： ハイブリット（対面・オンライン）

受講費用 ①③⑤（オンデマンド）各1,000円 ②④⑥⑦(対面/オンライン)各2,000円

研修

No.9
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--- お問い合わせ先 ---

学校法人大阪医科薬科大学

看護キャリアサポートセンター

連絡先 ： 072（683）1221（代表）
mail :  k-career@ompu.ac.jp
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